
こども・子育て分野における生成AIの適切な利用等を進め、「こ

どもまんなか社会」の実現を目指す、こども家庭庁の「こども・子
育て分野における生成AI利用実証事業」の採択を受けました。

１ 目的
本市では「加賀市保育ビジョン2024―2026」を定め、公立保育

園全園での「創造性を育む保育・教育」の実践を進めている。

子どもたちの探究的な学びを充実させるべく、実践に取り組んで
いるが、保育者各々が一定の子ども観・保育観を持ち、起点となる
子どもの姿を客観的に解釈・記録することについて、生成AIを適

切に活用することで、保育士の負担軽減や、探究的な学びをデザイ
ンするノウハウの蓄積を支援する。

２ 実証対象
市内公立保育園（加陽保育園）
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３ スケジュール
令和６年８月：連絡帳及び日誌のフォーマット定義
令和７年１月：現地実証
２月～３月：事業報告書作成、成果報告

４ 参加者、役割
(1) 実証主体 加賀市
(2) 協力事業者

①株式会社VisionWiz
プロジェクト全体統括、AI写真サービスの提供
②株式会社エクサウィザーズ
生成AIシステムの開発
③まちの研究所株式会社
レッジョ・エミリア・アプローチに基づく探究学習の知見
の共有

５ 市の経費負担 なし
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こども・子育て分野における生成AI利用実証事業について
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